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平成31年
南小国町消防団出初め式

一斉放水で現れた大きな虹

１月６日（日）

　役場駐車場で「平成 31年南小国町消防団出初式」
が行われました。
　式典では、髙橋周二町長からの式辞や来賓挨拶の
ほか、長年にわたる団員の活動を称える表彰状伝達
も行われました。佐藤亨団長は「町民の生命と財産
を守り、そして自らを守るために日頃からの訓練に
励んで欲しい」と 177 人の団員を激励しました。
　その後、分団ごとに通常点検や杉田河川沿いでの
一斉放水が行われました。放水時には河川敷に虹が
架かり、集まった観衆から大きな歓声が上がってい
ました。

◆受賞者（敬称略）

＜日本消防協会長表彰＞

○勤続章

　分団長　　佐藤　武弘　第３分団

　副分団長　城戸　敬則　第１分団

〇退職消防団員報償（銀杯）

　（元）機動分団長　宇都宮　健

　（元）第１分団長　加藤　宏文

　（元）第２分団長　石橋　博之

　（元）第３分団副分団長　佐藤　文幸

　（元）第２分団５部部長　森口　康治

　（元）第３分団５部部長　佐藤　隆秀

　（元）第３分団６部部長　佐藤　哲志

　（元）第３分団７部部長　北里　久幸

　（元）第３分団８部部長　志賀　宏史

　（元）第２分団２部班長　日隈　徹

　（元）第３分団７部部長　藤本　善久

＜熊本県消防協会長表彰＞

〇功績章

　部長　穴井　秀吉　第１分団３部

　部長　本田　優伸　第３分団２部

　班長　安藤　寛範　第２分団３部

　団員　俵　　辰也　第１分団２部

　団員　河津　雄一　第２分団５部

　団員　日野　伸亮　第３分団６部

○勤績章

　部長　村上　貴幸　第３分団１０部

　班長　梅木　幸誠　第２分団６部

　団員　栗原　康宏　機動分団

　団員　橋本　哲典　第１分団１部

　団員　宮﨑　和夫　第２分団２部

　団員　石橋　啓伸　第２分団２部

　団員　森川　忠則　第３分団２部

　団員　太田　正樹　第３分団２部

　団員　佐藤　誠　　第３分団３部

　団員　髙村　栄作　第３分団４部
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受賞された阿南さん

町長と握手を交わす佐藤さん

竹竿を使いおもちを焼く地域のみなさん

平成30年度
熊本県生涯スポーツ功労者表彰

全国高校駅伝　町長報告

どんどや

11月10日（土）

12月28日（金）

１月13日（日）

　人吉市カルチャーパレスにて熊本県生涯スポーツ
功労者表彰が行われ、「ＮＰＯ法人自然を愛する会」
会長の阿

あなん

南誠
せい し

志さん（瀬の本）が受賞されました。
　阿南さんは青少年育成、企画、運営、指導を実施
され、41年前から「参勤交代　九州横断徒歩の旅」
を毎年実施しています。これは小・中学生が大分市
から豊後街道を通り熊本城までの 125㎞を６泊７日
かけて徒歩で目指すもので毎年約 200 名の子どもた
ちが参加しています。この功績が認められ今回の受賞
となりました。受賞誠におめでとうございます。

　12月23日（日）京都市で全国高校駅伝が開催され、
九州学院陸上部の佐藤映斗さん（森園）が結果の報
告に来庁されました。佐藤さんは４区を担当。７位
でたすきを受け取り、前とのタイム差を縮める好走を
みせ、九州学院は４位入賞しました。　
　九州学院には 1000日練習という言葉があり、休
みはなく毎日20㎞走っていたそうです。お正月に南
小国町に帰るのは３年ぶりだったということです。
　来年からは帝京大学へ入学し、箱根駅伝をはじめ
とする３大駅伝を走ることが目標とのことです。
　今後の活躍も楽しみにしています。

　小正月の伝統行事「どんどや」が町内でも３連休
に各地で実施され、13日には瓜上でも地域の有志が
実施するどんどやがありました。
　伝統行事を地域の人たちに楽しんでもらおうと、瓜
上と和田地区の有志住民が２年前から実施していま
す。９人のメンバーが朝から竹を切り出し約８ｍのや
ぐらの準備。あわせて訪れた人たちをもてなしました。
　集まった人たちは、やぐらの炎にあたったり、どん
どやの火で竹竿に下げた餅を焼いたりして、１年間
の無病息災を願っていました。
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「
低
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
症
」
っ
て
ご
存
知

で
す
か
？

〇
乳
歯
の
抜
け
方
に
要
注
意

　

通
常
、
子
ど
も
の
歯
（
乳
歯
）
は
５

～
６
歳
頃
に
抜
け
始
め
、
６
～
７
年
か

け
て
大
人
の
歯
（
永
久
歯
）
に
入
れ
替

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
個
人
差

は
あ
り
ま
す
が
、
ま
れ
に
４
歳
未
満
で

抜
け
る
子
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
抜
け
方
に
も
特
徴
が
あ

り
、
抜
け
た
歯
が
歯
の
根
を
そ
の
ま
ま

残
し
て
細
長
く
と
が
っ
た
形
を
し
て
い

る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ

う
な
抜
け
方
は
、骨
の
病
気
の
一
つ「
低

ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
症
」
が
強
く
疑
わ
れ

る
特
徴
で
す
。

〇
低
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
症
と
は

　

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
ア
ル
カ
リ
ホ

ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
）
と
い
う
酵

素
が
正
常
に
働
か
な
い
こ
と
で
起
こ
る

難
病
で
す
。
Ａ
Ｌ
Ｐ
は
、
骨
に
カ
ル
シ

ウ
ム
を
取
り
込
ん
で
丈
夫
に
し
た
り
、

脳
内
に
必
要
な
も
の
を
取
り
込
む
機
能

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
と
て
も

大
事
な
酵
素
で
す
。

　

こ
の
酵
素
が
十
分
に
働
か
な
い
こ
と

で
、
現
れ
て
く
る
症
状
は
様
々
で
す
。

重
症
の
場
合
は
、
お
母
さ
ん
の
お
腹
の

中
に
い
る
時
に
骨
の
形
成
が
十
分
に
確

認
で
き
な
い
こ
と
で
見
つ
か
り
ま
す
。

　

乳
幼
児
期
で
は
、
乳
歯
の
早
期
脱
落

の
ほ
か
、「
歩
き
始
め
が
遅
い
」、「
体

重
が
増
え
な
い
」、「
背
が
低
い
」
な
ど

の
症
状
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
小
児
期
で
は
、「
走
る
こ
と
が
苦

手
」、「
骨
や
筋
肉
が
ひ
ど
く
痛
む
」、「
疲

れ
や
す
く
て
同
級
生
と
元
気
に
遊
べ
な

い
」
と
い
う
よ
う
な
症
状
が
出
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〇
４
歳
未
満
で
抜
け
た
ら
医
療
機
関
へ

　

様
々
な
症
状
が
出
る
低
ホ
ス
フ
ァ

タ
ー
ゼ
症
で
は
、ほ
ど
ん
ど
の
場
合
で
、

《
４
歳
未
満
で
、
細
長
い
形
の
ま
ま
乳

歯
が
１
本
～
数
本
抜
け
る
》
と
い
う
歯

の
症
状
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
乳
歯
は
自

然
に
抜
け
る
も
の
な
の

で
、
４
歳
未
満
の
早
い
時
期
に
抜
け
た

と
し
て
も
、
親
御
さ
ん
が
お
か
し
い
と

感
じ
ず
に
、
見
過
ご
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

乳
歯
の
抜
け
方
が
気
に
な
る
場
合

は
、
抜
け
た
歯
を
持
参
あ
る
い
は
写
真

を
撮
っ
て
小
児
歯
科
・
小
児
科
の
専
門

医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
血
液
検
査
で

Ａ
Ｌ
Ｐ
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
低
ホ
ス

フ
ァ
タ
ー
ゼ
症
か
ど
う
か
の
診
断
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
歯
の
症
状
以
外
に
も

発
達
・
成
長
に
異
常
が
あ
る
、
骨
・
関

節
・
筋
肉
に
痛
み
な
ど
が
あ
り
日
常
生

活
の
質
が
低
下
し
て
い
な
い
か
な
ど
を

評
価
し
ま
す
。

　

親
御
さ
ん
や
周
り
の
人
た
ち
が
乳
歯

の
抜
け
方
の
異
常
に
気
づ
く
こ
と
で
、

一
日
で
も
早
い
早
期
診
断
に
つ
な
が

り
、
対
処
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
知
っ

て
お
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
人
の
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　

妊
娠
期
間
の
前
半（
20
週
頃
ま
で
）に

妊
婦
が
風
し
ん
に
感
染
す
る
と
、赤
ち
ゃ

ん
が
目
や
耳
、心
臓
な
ど
に
障
害
を
持
っ

て
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
妊
娠
・
出
産
を
考
え
て

い
る
女
性
や
そ
の
ご
家
族
は
、
事
前
に

風
し
ん
の
予
防
が
大
切
で
す
。

〇
抗
体
検
査

　

熊
本
県
が
主
体
と
な
り
、
風
し
ん
抗

体
検
査
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
事
業
で
す
。

〇
風
し
ん
予
防
接
種

　

抗
体
検
査
の
結
果
、
予
防
接
種
が
必

要
と
判
断
さ
れ
た
方
は
、
町
の
補
助
を

受
け
て
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

事
業
で
す
。

※
ど
ち
ら
も
、
事
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
め

に
役
場
町
民
課
の
保
健
師
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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確
定
申
告
税
理
士
無
料
相
談

　

２
月
18
日（
月
）か
ら
３
月
15
日（
金
）ま

で
、
平
成
30
年
分
の
申
告
相
談
が
左
記
の

場
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
会
場
内

に
て
税
理
士
に
よ
る
所
得
税
の
無
料
相
談

所
が
次
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

▼
場
所　

南
小
国
町
役
場　

中
会
議
室

　

▼
日
時　

２
月
26
日（
火
）、
27
日（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申

告
納
税
制
度
で
す
。
申
告
と
納
税
は
、
期

限
内
に
お
済
ま
せ
下
さ
い
。
確
定
申
告
書

提
出
は
、
直
接
税
務
署
へ
の
郵
送
で
も
可

能
で
す
。
申
告
期
限
が
間
近
に
な
る
と
、

申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
で
、

お
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

確
定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
確
定

申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
「
０
」
番
へ

　

熊
本
国
税
局
で
は
、
平
成
31
年
１
月
16

日（
水
）か
ら
平
成
31
年
３
月
15
日（
金
）ま

で
の
間
、
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
相
談
に
対
応

す
る
た
め
、「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の

税
務
署
に
電
話
し
て
い
た
だ
き
、
音
声
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
「
０
」
番
を
選
択
し

た
後
、
ご
用
件
を
お
話
下
さ
い
。

平
成
30
年
分
確
定
申
告
の
期
限
内
納

付
と
振
替
期
日

　

納
税
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関（
日
本

銀
行
歳
入
代
理
店
）や
税
務
署
の
窓
口
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
申
告
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
並
び
に
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）の
納
税
は
、

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と

し
と
な
る「
振
替
納
税
」が
大
変
便
利
で
す
。

納
付
期
限

振
替
日

所
得
税

３
月
15
日（
金
）
４
月
22
日（
月
）

消
費
税

４
月
1
日（
月
）
４
月
24
日（
水
）

【
広
報
１
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び
】

　

１
月
号
に
掲
載
し
た
税
務
署
が
行
う
申

告
相
談
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
設
日
を
阿
蘇
税
務
署
と
火
の
国
ハ
イ

ツ
の
両
会
場
と
も
２
月
24
日
、
３
月
３
日

の
日
曜
日
も
開
設
す
る
内
容
を
掲
載
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
、
火
の
国
ハ

イ
ツ
の
み
２
月
24
日
、
３
月
３
日
を
開
設

し
ま
す
。

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度

の
ご
案
内

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
学

生
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お

よ
び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で

あ
る
過
程
）に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、
ご

本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算

し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
所
得
の
目
安
】

　

１
１
８
万
円
＋

　
（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
承
認

を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
は
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が

届
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
申

請
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
の
申

請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る

方
で
、
平
成
31
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
方
へ
、
３
月
末
に
基
礎
年
金
番
号
な

ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納

付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る
方

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
平
成
31

年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
、

在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添

付
は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
平
成
31
年
度
は
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
ご

希
望
の
方
は
納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

＊
お
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を

お
手
元
に
ご
用
意
下
さ
い
。

＊
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年

金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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サ
イ
バ
ー
犯
罪
に遭

わ
な
い
た
め
に
　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
県
民
生
活
や
社

会
経
済
活
動
に
不
可
欠
な
社
会
基
盤
と
し

て
定
着
し
、
サ
イ
バ
ー
空
間
が
県
民
の
日

常
生
活
の
一
部
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
と
と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に

よ
っ
て
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
巻
き
込

ま
れ
る
リ
ス
ク
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
犯
罪
や
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、「
正
し
い

知
識
と
利
用
方
法
」
を
し
っ
か
り
身
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

◆「
偽
サ
イ
ト
」
な
ど
に
注
意
！

　

実
在
す
る
企
業
の
サ
イ
ト
を
模
し
た

（
実
在
す
る
住
所
、
事
業
者
名
、
連
絡
先

等
を
勝
手
に
利
用
し
て
い
る
）「
偽
サ
イ
ト
」

や
詐
欺
・
悪
質
商
法
を
目
的
と
す
る
「
詐

欺
サ
イ
ト
」
な
ど
で
、
商
品
代
金
を
振
り

込
ん
で
も
商
品
が
届
か
ず
、
連
絡
も
取
れ

な
く
な
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

◆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
注
意
！

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
介
し
て
、
会
っ
た
こ
と

が
な
い
人
と
簡
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
悪
用
し
て
犯
罪
を
行
う
者
も
い
ま
す

の
で
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

◆「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
の
設
定
に
注

意
！

　
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
、「
誕
生
日
」
や
「
名
前
の
組
み

合
わ
せ
」
な
ど
、
容
易
に
推
測
で
き
る
も

の
に
し
て
お
く
と
、
簡
単
に
解
読
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

○
英
字
・
数
字
・
記
号
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
る

○
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
で
同
じ
パ
ス
ワ
ー
ド

を
使
い
ま
わ
さ
な
い

な
ど
他
人
に
推
測
さ
れ
に
く
い

も
の
に
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
な
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
乗
じ
た
手
口
の
犯
罪
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
情
報
を
収
集
し
、

被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
飲
食
店
を

　
　
営
業
さ
れ
て
い
る
方
へ

・
平
成
28
年
12
月
22
日
に
新
潟
県
糸
魚
川

市
で
発
生
し
た
火
災
を
受
け
、
消
火
器
設

置
の
義
務
が
な
か
っ
た
延
べ
面
積
１
５
０

㎡
未
満
の
飲
食
店
に
対
し
、
平
成
31
年
10

月
１
日
か
ら
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　
①
火
を
使
用
す
る
設
備
（
ガ
ス
コ
ン
ロ
な

ど
）
ま
た
は
器
具
（
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

な
ど
）
の
あ
る
飲
食
店
は
規
模
に
関
系

な
く
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
火
を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具
の
無

い
飲
食
店
で
も
延
べ
面
積
１
５
０
㎡
以

上
の
場
合
設
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

③
火
を
使
用
し
な
い
飲
食
店
は
今
ま
で
通

り
で
す
。

　

設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
免
除
で
き
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
い
詳
細
は
北
部

分
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　
　
　
　
備
え
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
こ
の
時
期
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
の
で
、し
っ
か
り
と
予
防
し
、

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　

予
防
法
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
！

①
外
出
す
る
際
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

帰
宅
し
た
ら
手
洗
い
う
が
い
を
必
ず
し

ま
し
ょ
う
。

②
予
防
接
種
を
受
け
る
。

③
乾
燥
し
や
す
い
室
内
で
は
加
湿
器
を
使

用
し
、
適
切
な
湿
度
（
50
％
～
60
％
）

を
保
つ
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411
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◎
全
国
い
じ
め
問
題
子
供
サ
ミ
ッ
ト

　

１
月
26
日（
土
）、
本
校
か
ら
３
年
生

長
谷
部
唯
加
さ
ん
、
２
年
生
室
原
碧
人
く

ん
が
東
京
の
文
部
科
学
省
で
開
催
さ
れ
た

「
全
国
い
じ
め
問
題
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
熊
本
県
か
ら
は
、
菊
池

市
立
七
城
小
学
校
と
宇
土
市
立
住
吉
中
学

校
と
南
小
国
中
学
校
の
３
校
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

内
容
は
、昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た

「
い
じ
め
問
題
の
未
然
防
止
や
撲
滅
の
た

め
の
取
組
」
に
つ
い
て
、ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
の

児
童
生
徒
や
教
職
員
や
行
政
関
係
者
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で

も
堂
々
と
発
表
を
し
て
い
ま
し
た
。
特
に

本
校
か
ら
参
加
し
て
い
た
「
ホ
ッ
ト
ハ
ー
ト

マ
ン
」
は
注
目
度
も

高
く
、
た
く
さ
ん
の

参
観
者
が
あ
り
ま
し

た
。
２
年
間
の
取
組

を
丁
寧
に
発
表
で
き

て
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
各
学

校
の
発
表
を
終
え
た

ら
、
午
後
か
ら
は
、
六
人
程
の
班
に
分
か

れ
て
グ
ル
ー
プ
討
議
で
し
た
。
与
え
ら
れ

た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
真
剣
に
考
え
、
各

自
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
ま
し

た
。
本
校
の
２
人
は
討
議
の
中
心
と
な
っ

て
意
見
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

◎
み
ん
な
が
笑
顔
で

　

３
年
生
が
自
分
の
進
路
実
現
に
向
け
て

毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と
将
来

に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
笑
顔
で
春
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
、
３
年
生
。

く
ま
も
と
お
仕
事
探
検
フ
ェ
ア

　

12
月
12
日（
水
）に
グ

ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
で
開

催
さ
れ
た
「
く
ま
も
と

お
仕
事
探
検
フ
ェ
ア
」

に
１
年
生
が
参
加
し
ま

し
た
。
県
内
の
企
業
や

大
学
・
専
門
学
校
が
総

合
的
に
紹
介
さ
れ
、
高

校
生
が
職
業
や
進
路
の

選
択
に
つ
い
て
具
体
的
に
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
各
団
体
の
ブ
ー
ス
を
ま
わ
り
な

が
ら
様
々
な
体
験
が
で
き
、
働
く
こ
と
や

学
ぶ
こ
と
へ
の
意
識
を
高
め
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

第
50
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホッ
ケ
ー
大
会

　

12
月
21
日（
金
）か
ら
26
日（
水
）ま
で
、

第
50
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大

会
が
和
歌
山
県
で
行
わ
れ
、女
子
ホ
ッ
ケ
ー

部
は
九
州
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

１
回
戦
で
は
愛
知
県
の
名
古
屋
商
業
高
校

と
対
戦
し
、
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
状
況
か

ら
同
点
に
追
い
つ
き
、
シ
ュ
ー
ト
ア
ウ
ト
も

最
後
ま
で
も
つ
れ
ま
し
た
が
、
３
―
２
で

勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。
２
回
戦
は
滋
賀

の
強
豪
伊
吹
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
が
力

及
ば
ず
、
０
対
９
で
敗
退
と
な
り
ベ
ス
ト

８
入
り
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

ケ
ガ
を
抱
え
る
選
手
も
い
る
中
で
全
員
が

全
力
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
激
励
会

　

１
月
19
日（
土
）と
20
日（
日
）に
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
が

行
わ
れ
、
熊
本
大
学

会
場
に
て
３
年
生
14

名
が
受
験
し
ま
し
た
。

前
日
の
激
励
会
で
は

受
験
生
に
む
け
て
先

生
方
か
ら
励
ま
し
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

校
長
先
生
か
ら
も
全
校

生
徒
に
エ
ー
ル
と
し
て
校

庭
に
手
作
り
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望

す
る
進
路
の
実
現
を
皆
で

応
援
し
て
い
ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
石
本
明
史

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

7
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技
の
種
類
は
無
限
大
⁉けん

玉
ク
ラ
ブ
☆

　

暦
の
上
で
は
立
春
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

寒
さ
の
厳
し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
ね
。

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
今
回
は
、「
け
ん
玉
ク
ラ
ブ
」
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
☆

　

け
ん
玉
を
し
た
こ
と
が

あ
る
方
は
わ
か
る
と
思
い

ま
す
が
、
意
外
と
難
し
い

で
す
よ
ね
！
上
手
な
人
は

簡
単
に
こ
な
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
き
ち

ん
と
コ
ツ
が
あ
り
、
手
首
と
膝
の
動
き
が

重
要
で
、
体
の
近
く
・
自
分
の
一
番
取
り

や
す
い
位
置
で
す
る
こ
と
が
技
を
決
め
る

ポ
イ
ン
ト
だ
そ
う
で
す
！
ク
ラ
ブ
の
子
ど

も
達
の
動
き
を
よ
く
見
て
い
る
と
、
き
ち

ん
と
膝
を
曲
げ
、
手
だ
け
で
は
な
く
、
体

を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
‼
ま

た
、
技
の
種
類
・
名
前
も
沢
山
あ
り
、
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
剣
先
に
突
き
刺
す
形
を「
と

め
け
ん
」
と
言
い
他
に
も
、「
ろ
う
そ
く
・

飛
行
機
・
け
ん
先
す
べ
り
」
と
数
多
く
あ

り
、
難
易
度
も
技
に
よ
っ
て
全
然
違
い
ま

す
。
練
習
で
、
な
か
な
か
上
手
く
い
か
ず

悔
し
が
っ
て
い
た
子
も
町
の
文
化
祭
で
バ
ッ

チ
リ
決
め
た
時
に
は
見
て
い
て
感
動
し
ま

し
た
♡
け
ん
玉
は
、
動
体
視
力
・
集
中
力

が
養
わ
れ
る
そ
う
で
、
目
標
を
持
っ
て
（
回

数
）
取
り
組
み
、
達
成
す
る
喜
び
も
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
☆
日
本
で
広
ま
り
、

老ろ
う
に
ゃ
く
な
ん
に
ょ

若
男
女
問
わ
ず
楽
し
め
る
け
ん
玉
で

す
が
、
今
で
は
海
外
で
も
大
人
気
‼
皆
さ

ん
も
久
し
ぶ
り
に
け
ん
玉
を
手
に
取
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
け
ん
玉
ク
ラ
ブ

は
、
和
田
公
介
先
生
の
指
導
の
下
、
現
在

13
名
の
子
ど
も
達
が
、
毎

月
２
～
３
回
の
土
曜
日
に

管
理
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
教
育
委
員
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
☆

　

あ
わ
せ
て
‼
２
月
23
日（
土
）に
は
今
年

度
最
後
の
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
全
体
会
を
開

催
し
ま
す
‼
１
年
間
の
活
動
成
果
発
表

や
み
ん
な
大
好
き
調
理
実
習
「
ピ
ザ
＆
シ

チ
ュ
ー
作
り
」
を
予
定
し
て
い
ま
す
よ
～
！

多
く
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♡

　

以
上
、
担
当
の
佐
藤
で
し
た
☆

南
小
国
町
教
育
委
員
会
　
き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

「
パ
ー
テ
ィ
ー
を
し
よ
う
！
」（
中
学
部
）

　

本
校
中
学
部
で
は
、
12
月
11
日
に
お

世
話
に
な
っ
た
地
域
の
方
々
を
招
待
し
て
、

「
小
国
支

援
学
校
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を

行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、

南
小
国
町
の

食
生
活
改
善

推
進
員
の
皆

様
に
御
協
力

い
た
だ
き
、

豚
丼
と
け
ん

ち
ん
汁
、
卵

焼
き
の
作
り

方
を
お
し
え

て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
調

理
を
行
い
ま

し
た
。
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、

招
待
し
た
地

域
の
方
々
と

一
緒
に
料
理

を
食
べ
た
後
、
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
の
紹

介
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
「
切
手

の
な
い
お
く
り
も
の
」
の
手
話
歌
を
披
露

し
ま
し
た
。

１
年
を
通
し

て
、
多
く
の

方
々
の
お
世

話
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち

は
貴
重
な
経

験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て

い
る
と
改
め

て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後

と
も
、
地
域

の
皆
様
の
御

理
解
と
御
協

力
の
下
、
子

ど
も
達
が
成

長
で
き
る
学

習
に
努
め
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り

広報きよら 2019.2
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熊
本
県
の
最
東
端
に
位
置
し
宮
崎
県
、

大
分
県
に
隣
接
す
る
阿
蘇
山
に
抱
か
れ
た

自
然
豊
か
な
町
「
高
森
町
」。
基
幹
産
業

は
、
観
光
と
農
林
業
で
す
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
、
目
下
全
線
復
旧

を
目
指
す
南
阿
蘇
鉄
道
ト
ロ
ッ
コ
列
車
、

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
、
高
森
殿
の
杉

な
ど
が
観
光
の
目
玉
で
す
。
特
産
品
は
、

あ
か
牛
、
ヒ
ゴ
ム
ラ
サ
キ（
ナ
ス
）
や
高

原
野
菜
の
ほ
か
、
挿
し
木
育
成
法
が
特
徴

的
な
阿
蘇
南
郷
檜(

ア
ソ
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ)

な
ど
が
あ
り
ま
す
。　

　

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
の
中
に
あ
る
高
森
町

は
、
古
来
よ
り
人
の
手
を
介
し
創
り
、
守

ら
れ
て
き
た
草
原
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ

の
草
原
風
景
は
、
２
０
１
７
年
「
重
要
文

化
的
景
観
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。（
右

記
写
真
①
）

　

潤
沢
な
阿
蘇
の
伏
流
水
に
も
恵
ま
れ
、

生
活
・
農
業
用
水
の
ほ
か
酒
や
味
噌
・
醤

油
な
ど
の
地
域
産
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

旧
国
鉄
高
森
線
の
延
伸
工
事
中
、
出
水
が

発
生
し
工
事
は
中
断
。
以
来
、
毎
分
30

ト
ン
以
上
も
の
水
が
湧
き
出
し
続
け
て
い

る
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
（
右
記
写
真

③
）
は
、
季
節
の
装
飾
が
多
く
の
観
光
客

を
魅
了
し
ま
す
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
⑥熊本県　高森町

◆人　口：約６, ５００人
◆地域資源：美しい草原景観

豊かな環境を生み出す水の源
神秘な時間が流れる神社群と
肥後三馬鹿騒ぎ「風鎮祭」

①②

③

〈写真説明〉
　①阿蘇山
　②あか牛
　③高森湧水トンネル公園

大
霜
の
月
貼
り
付
い
た
曉あ

け

の
そ
ら　
　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

ま
だ
青
き
一
筵
の
小
豆
別　
　
　
　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

成
人
の
娘
に
手
作
り
の
髪
飾
り　
　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

一
歩
づ
つ
踏
み
し
め
て
み
る
落
葉
道　
　
　
　

河
津
せ
い
子

年
重
ね
た
る
臘
梅
の
雪
帽
子　
　
　
　
　
　
　

河
津　

靜
子

そ
の
昔
椀わ

ん

独ご

楽ま

作
り
た
る
老
女　
　
　
　
　
　

北
里
千
寿
恵

灯
籠
に
凭も

た

れ
て
二
本
石
蕗
の
花　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

芹
な
ず
な
小
さ
き
七
種
揃
い
た
る　
　
　
　
　

佐
藤
テ
ル
子

池
の
面
浮
か
ぶ
紅
葉
に
鯉
見
ゆ
る　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

豆
筵
し
き
つ
め
な
ら
ぶ
日
和
か
な　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

雲
海
に
阿
蘇
の
五
岳
や
く
つ
き
り
と　
　
　
　

杉
野　

正
依

電
線
の
無
き
電
柱
や
小
鳥
来
る　
　
　
　
　
　

本
田　

髙
幹

七
草
の
揃
わ
ぬ
ま
ま
の
粥
供
え　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

阿
蘇
谷
の
畦
焼
き
日
和
幾
筋
も　
　
　
　
　
　

安
武
く
に
子

9
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地域おこし協力隊 徒然日誌 ２月号
皆さんこんにちは！

地域おこし協力隊の沖野和恵です。

南小国町に移住して４ヶ月、町の方・役場の
方皆さんが『２月は寒いよぉ～』と嬉しそうにおっ
しゃる寒い２月をついに迎える時がきました。

１１月の時点で気温が既に、名古屋の真冬を
超えていたので、２月はいったいどうなってしま
うのかと一人想像して震えています。

１２月のお話ですが、下城さんのきのこ園を見
学させていただきました。
実際に生えている椎茸を
見るのも初めてで、収穫する
にもうまく取ることが出来ず、
手こずってしまいました。
とれたての椎茸を七輪で焼

いて、柚子をかけて食べた
ときは、本当に贅沢な経験を
させていただいてるなぁと
思いました。

とれたての椎茸を焼くと醬油のように茶色い
汁が、椎茸のひだにたまるそうです。

とれたての椎茸を食べたあとは、時間が経っ
ても椎茸の旨味や味・香りが口に残っていて、
今回すごく美味しくて、貴重な体験をさせていた
だきとても勉強になりました。

みなさん、こんにちは！地域おこし協⼒隊の⽊⽥
みかりです。
今年は、去年に⽐べて、少しだけ寒くない気がしま
す。暖冬ってほんとうなんですね。今年はシャンプーも
まだ凍ってないし、水道も凍ってないし、快適にすごし
ています！
少し前のことになりますが、今年は「押⼾⽯の丘」へ
初⽇の出を⾒に⾏きました。早起きが苦手なので、
人生でおそらく初めて、初⽇の出を⾒ることができまし
た。ただ、やはり少しだけ到着が遅く、⽇の出は、丘
に登れず、駐⾞場で⾒ることになってしまいました。
思っていたよりも寒くなく、ふるまいのおしるこもおいしく、
来年も⾒に⾏きたいなーと思っています。

現在町内のいろいろなところで湯あかりが開催され
ていて、とてもきれいです。先⽇は、⽩川に⾒に⾏き
ました。寒いですが、外に出る楽しみがひとつ増えまし
た。観光客だけでなく、町⺠の皆さんにもぜひご覧い
ただきたいです。

広報きよら 2019.2
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

平
成
31
年
新
年
の
総
合
診
療
科
の
船
出

小
国
公
立
病
院　

副
院
長　

片
岡
恵
一
郎

　

平
成
26
年
の
11
月
よ
り
総
合
診
療
科
医

師
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
た
、
橋
本
昌
典
・

朋
子
ご
夫
妻
が
、
12
月
で
当
院
を
退
職
さ

れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
脳
神
経
外
科
・
小
国
郷
の
医

療
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
福
岡
県
の
病
院
へ
移
ら
れ
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

お
二
人
が
退
職
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

か
ら
、
途
切
れ
な
く
小
国
郷
の
診
療
を
継

続
で
き
る
様
、
坂
本
院
長
を
中
心
に
、
医

師
充
足
に
向
け
て
動
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
を
迎
え
総
合
診
療
科
の
顔
ぶ

れ
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

12
月
ま
で
と
同
様
に
常
勤
４
人
体
制
で

診
療
が
行
え
て
お
り
ま
す
。
熊
本
赤
十
字

病
院
総
合
内
科
か
ら
藤
井
巳
加
医
師
、
そ

し
て
済
生
会
熊
本
病
院
呼
吸
器
科
か
ら
中

野
愛
子
医
師
が
応
援
医
師
と
し
て
、
小
国

に
滞
在
し
常
勤
医
師
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
月
は
熊

本
労
災
病
院
か
ら
荒
井
稚
未
医
師
が
研
修

に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
４
月

か
ら
総
合
診
療
科
医
師
と
し
て
勤
務
し
て

い
る
下
村
茉
希
医
師
と
あ
わ
せ
、
１
月
は

総
合
診
療
科
の
診
察
室
に
女
性
が
な
ん
と

４
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
国
公
立
病

院
史
上
初
め
て
の
出
来
事
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
私
も
少
数
派
男
性
と
し
て
負

け
な
い
様
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

現
在
の
体
制
は
１
―
３
月
の
３
ヶ
月
間

の
非
常
時
の
体
制
で
、
４
月
以
後
の
医
師

確
保
は
今
後
鋭
意
努
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
橋
本
夫
妻
の
抜

け
た
穴
を
し
っ
か
り
と
埋
め
る
こ
と
が
で
き

て
お
り
ま
す
。
小
国
郷
出
身
の
医
師
が
不

在
と
い
う
課
題
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

県
内
全
域
の
医
療
機
関
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
お
力
を
借
り
、
な
ん
と
か
医
療
体
制
を

整
え
て
い
き
ま
す
。
医
療
・
介
護
は
営
利

で
は
な
く
町
の
イ
ン
フ
ラ
な
の
で
、
医
療
・

介
護
ス
タ
ッ
フ
不
足
と
い
う
地
域
課
題
は
、

業
界
の
課
題
で
は
な
く
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
課
題
で
す
。
住
民
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
頂
き
、
小
国
郷
の
総
合
力
で
公
立
病

院
を
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。

小
国
町
外
一
ヶ
町
公
立
病
院
組
合

事
務
局
幹
部
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

■
採
用
予
定
人
数

　

事
務
局
次
長
・
・
・
１
人
程
度

■
勤
務
地

　

小
国
公
立
病
院　

事
務
局

■
公
募
の
内
容

事
務
局
の
正
職
員
（
地
方
公
務
員
行
政

職
）
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

40
歳
か
ら
55
歳

■
応
募
締
切

　

平
成
31
年
２
月
12
日
（
火
）

■
応
募
資
格
、応
募
書
類
、選
考
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
小
国
公
立
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
国
公
立
病
院

検
索

■
問
い
合
わ
せ

　

小
国
公
立
病
院　

事
務
局

　

☎（
４
６
）３
１
１
１

総合診療科　中野　愛子
　済生会熊本病院、呼吸器内科、医師４年目の中野愛子

と申します。中学生の頃、父が患者さんとして済生会病院

にお世話になり、遠回りながら医師を志していました。ま

だまだ憧れの医師像には程遠いですが、ご縁のあった小

国の患者さん、ご家族に少しでも寄り添えるよう、優しい

スタッフの方々と共に頑張りたいと思います。３月末まで

ですが、美味しいお店や温泉巡りも楽しみにしております。

ご指導、どうぞ宜しくお願い致します。

総合診療科　藤井　巳加
　熊本赤十字病院、総合内科、医師４年目の藤井巳加と

申します。研修医２年目の時にも３ヶ月お世話になり、と

ても楽しく勤務させていただきました。今回も皆様に温

かく迎えていただいてとても嬉しかったです。２月までの

２ヶ月間の勤務ですが、小国の医療に少しでも貢献できる

よう頑張ります。また、寒さに負けずに温泉や食事など小

国での生活も堪能したいです。２ヶ月間よろしくお願い致

します。

応援医師紹介
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１
月
９
日
に
き
よ
ら
ホ
ー
ル

で
立
志
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

立
志
式
と
は
、
元
服
に
ち
な

ん
で
（
数
え
年
）
15
歳
を
祝
う

行
事
で
す
。
毎
年
南
小
国
中
学

校
の
２
年
生
が
参
加
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
29
名
全
員
が
参
加

し
、
将
来
の
決
意
や
目
標
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
大

人
に
な
る
自
覚
を
深
め
ま
し

た
。
主
催
者
挨
拶
で
、
髙
橋
町

長
は
、
次
の
よ
う
に
エ
ー
ル
を

送
ら
れ
ま
し
た
。「
み
な
さ
ん

が
将
来
こ
の
町
に
帰
っ
て
き
た

い
と
思
う
よ
う
な
町
づ
く
り
を

し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
事
業
を
お
こ
し
、
Ｉ
Ｔ

関
係
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
職
種

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
是
非
、
み
な
さ
ん

が
、
将
来
南
小
国
の
た
め
に
尽

く
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。」

　

例
年
、
南
小
国
中
学
校
卒
業

生
に
講
話
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
役
場
職
員
の
橋

本
哲
典
さ
ん
に
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー

ル
の
内
容
を
引
用
し
な
が
ら
次

の
よ
う
な
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
ス
テ
ッ
プ
①
己
を

わ
き
ま
え
る
べ
し
②
己
に
素
直

に
な
る
べ
し
③
己
に
夢
中
に
な

る
べ
し　

こ
の
ス
テ
ッ
プ
を
頭

に
入
れ
や
り
た
い
こ
と
を
や
り

つ
く
し
て
下
さ
い
。」

　

生
徒
を
代
表
し
て
井
上
初
音

さ
ん
と
井
手
口
愛
さ
ん
が
次
の

よ
う
に
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

井
上
初
音
さ
ん

　

私
は
、
何
を
捨
て
何
を
取
る

か
、
つ
ま
り
取
捨
選
択
が
で
き

る
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。
こ

こ
で
言
う
取
捨
選
択
と
は
、
人

生
に
お
け
る
大
事
な
こ
と
を
決

め
る
こ
と
、
決
断
す
る
こ
と
を

指
し
ま
す
。
人
は
、
誰
し
も
が

大
き
な
こ
と
を
決
め
る
と
き
、

必
ず
何
か
を
捨
て
た
上
で
、
そ

れ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
の
私
は
、

ど
ち
ら
も
捨
て
ら
れ
ず
何
も
し

な
い
で
終
わ
る
と
い
う
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。中
学
生
に
な
っ

て
、
人
前
に
立
つ
こ
と
を
し
な

か
っ
た
の
も
、
少
し
は
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
気
持
ち
は
、
あ
っ

た
が
忙
し
く
な
る
の
も
嫌
だ

し
、
は
ず
か
し
い
と
い
う
気
持

ち
を
捨
て
ら
れ
ず
流
し
て
き
た

か
ら
で
す
。

　

私
は
、
将
来
、
秘
書
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
前

に
立
つ
こ
と
や
時
に
は
大
き
な

こ
と
を
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。
何
を
捨
て
何
を
取
る
か
を

考
え
、
自
分
が
、
こ
の
選
択
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
人
生
に
し

た
い
で
す
。

井
手
口
愛
さ
ん

　

私
は
、
笑
顔
で
明
る
く
生
き

て
い
き
た
い
で
す
。
な
ん
で
も

前
向
き
に
と
ら
え
ら
れ
て
何
事

に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
る
人

に
な
り
た
い
で
す
。
理
由
は
、

笑
顔
で
い
る
と
自
分
の
気
持
ち

も
明
る
く
な
る
と
思
う
し
、
前

向
き
に
と
ら
え
る
と
自
信
も
つ

い
て
、
積
極
的
に
な
る
と
思
う

か
ら
で
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
小
児
看

護
専
門
看
護
師
で
す
。
こ
の
仕

事
は
、
小
児
看
護
を
専
門
と
す

る
看
護
師
で
す
。私
は
そ
こ
で
、

常
に
笑
顔
で
い
る
こ
と
で
元
気

の
な
い
子
ど
も
が
、
少
し
で
も

笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
な
存
在
に

な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ

う
な
生
き
方
を
し
た
い
で
す
。

笑
顔
、
明
る
さ
、
前
向
き
、
積

極
的
と
か
全
部
繋
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
一
つ

ず
つ
目
標
に
し
て
自
信
を
つ
け

て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
、
人
前
に
出
て
話
し
た

り
、
発
表
し
た
り
す
る
こ
と
が

苦
手
で
す
。
そ
れ
を
得
意
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
ら
自
分
の
夢

と
か
、
し
て
い
き
た
い
生
き
方

に
近
づ
く
と
思
い
ま
す
。
こ
の

立
志
式
を
通
し
て
自
分
の
し
た

い
生
き
方
と
か
目
標
と
か
に
近

づ
い
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
さ
く
ら
ん
ぼ
の
記
念

樹
贈
呈
が
あ
り
、
髙
橋
町
長
か

ら
松
﨑
麗
名
さ
ん
が
代
表
し
て

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
10
回
目
の
立
志

式
出
席
で
し
た
が
、
凜
と
し
た

す
ば
ら
し
い
立
志
式
で
し
た
。

29
名
生
徒
ひ
と
り
一
人
の 

夢

が
実
現
す
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
い
ま
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

178

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
志
を
立
て
、
夢
の
実
現
を

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

行
き
た
い
町
の
図
書
室
づ
く
り

― 

図
書
室
紹
介 

― 

パ
ー
ト
11　

　

司
書
さ
ん
は
学
力
向
上
を
手
助
け
し
て
い
ま
す
！
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「
み
な
み
お
ぐ
に
の
味
」１
月

　

南
小
国
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
産
地
消
の
給
食

づ
く
り
を
目
指
し
、
南
小
国
町

産
の
食
材
が
主
役
と
な
る
日
の

献
立
を
「
み
な
み
お
ぐ
に
の
味
」

と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
地
産
地
消
の
大
切
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
学
ん
で
も
ら
う

よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
月
の
「
み
な
み
お
ぐ
に
の

味
」
は
、
南
小
国
の
代
表
的
な

食
材
で
あ
る
大
根
と
舞
茸
を
使

い
、「
大
根
ポ
タ
ー
ジ
ュ
」
と
「
舞

茸
の
オ
ム
レ
ツ
風
」
２
種
の
洋

食
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

定
番
メ
ニ
ュ
ー
も
地
元
食
材
が

加
わ
る
と
雰
囲
気
が
変
わ
り
、

い
つ
も
よ
り
上
品
な
味
わ
い
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
月
は
九
州
各
県
の

名
物
を
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ

た
給
食
が
提
供
さ
れ
る
給
食
週

間
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
長
崎

県
の
皿
う
ど
ん
、
宮
﨑
県
の
チ

キ
ン
南
蛮
、
福
岡
県
の
ラ
ー
メ

ン
と
め
ん
た
い
マ
ヨ
、
鹿
児
島

の
鶏
飯
と
い
っ
た
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
富
ん
だ
給
食
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
栄
養
が
あ
り
、

安
心
・
安
全
な
給
食
を
提
供
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
と
き
に

は
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が

様
々
な
地
方
の
食
文
化
を
お
い

し
く
食
べ
な
が
ら
学
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
を
願
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
「
み
な

み
お
ぐ
に
の
味
」
を
提
供
し
、

子
ど
も
た
ち
の
給
食
が
よ
り
楽

し
く
、
有
意
義
な
も
の
と
な
る

よ
う
給
食
セ
ン
タ
ー
一
同
で
が

ん
ば
り
ま
す
。

【
写
真
】
１
月
29
日
提
供

ラ
ー
メ
ン
と
餃
子

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

☎（
４
２
）０
０
４
７

　
「
子
ど
も
の
学
力
向
上
に
は
、

本
や
教
材
を
子
ど
も
が
一
人
で

も
う
ま
く
活
用
で
き
る
よ
う
手

助
け
を
し
て
く
れ
る
大
人
や
先

生
が
必
要
で
す
。」

　

こ
れ
は
、
あ
る
教
育
書
に
書

か
れ
て
い
る
文
章
で
す
。

　

町
の
お
二
人
の
司
書
さ
ん
た

ち
は
、
図
書
室
の
本
を
紹
介
し

た
り
、
調
べ
学
習
で
用
意
し
た

り
勧
め
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の

学
力
向
上
に
も
手
助
け
を
し
て

い
ま
す
。「
ど
う
す
れ
ば
図
書

室
を
利
用
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う

か
？
」「
ど
う
す
れ
ば
本
を
読

ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
か
？
」
そ

ん
な
思
い
を
持
ち
な
が
ら
、
図

書
室
経
営
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
て
い
た
だ
く
方

は
、
河
津
絵
里
さ
ん
で
す
。
町

の
図
書
室
の
読
書
カ
ー
ド
を
見

て
も
大
変
な
読
書
好
き
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
個
人
で

も
た
く
さ
ん
の
本
を
購
入
さ
れ

る
そ
う
で
す
が
、
町
の
図
書
室

は
、
楽
し
み
な
場
所
の
一
つ
だ

そ
う
で
す
！

１
月
の
新
刊
図
書
紹
介
！

　

１
月
は
、
12
冊
の
新
刊
図
書

が
入
り
ま
し
た
。

　

図
書
室
を
入
っ
て
す
ぐ
の
新

刊
書
の
棚
も
今
年
一
年
間
多
く
の

購
入
図
書
で
充
実
し
て
き
ま
し

た
。
読
ん
で
み
た
い
本
ば
か
り
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
！

①
は
じ
め
て
マ
マ
＆
パ
パ
の
妊

娠
・
出
産

②
は
じ
め
て
マ
マ
＆
パ
パ
の
離
乳
食

③
日
暮
ら
し　

上

④
日
暮
ら
し　

下

⑤
逃
亡

⑥
居
酒
屋
ぼ
っ
た
く
り
５

⑦
熱
帯

⑧
ベ
ル
リ
ン
は
晴
れ
て
い
る
か

⑨
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
祝
祭
日
の
謎
を

解
く

⑩
宝
島　

Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
ｓ　

Ｉ
Ｓ

Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ

⑪
麒
麟
児

⑫
六
花
の
印
（
創
元
推
理
文
庫

　

連
城
三
紀
彦
傑
作
集
）

行
き
た
い
町
の
図
書
室
づ
く
り

― 

図
書
室
紹
介 

― 

パ
ー
ト
11　

　

司
書
さ
ん
は
学
力
向
上
を
手
助
け
し
て
い
ま
す
！

教育委員会からのお知らせ

人
　
間
　
失
　
格

人
が
人
と
し
て
、
人
と
生
き
る

意
味
を
問
う
太
宰
治
の
問
題

作
。

〈
太
宰　

治　

著
〉

プ
ラ
チ
ナ
デ
ー
タ

事
件
の
鍵
を
握
る
謎
の
言

葉
。
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
陰
謀

と
は
？

〈
東
野　

圭
吾　

著
〉

13
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お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

平
成
31
年
度
南
小
国
町
奨
学

生
募
集

■
奨
学
生
の
資
格

保
護
者
の
住
所
が
南
小
国
町
に

あ
る
こ
と

■
金
額
（
月
額
）

①
各
種
高
等
学
校

　

高
等
専
門
学
校
（
３
年
間
）

　

１
５
，０
０
０
円
以
下

②
各
種
大
学

高
等
専
門
学
校
（
①
以
外
の

期
間
）

　

２
５
，０
０
０
円
以
下

■
受
付
期
間

　

２
月
４
日（
月
）～

　

３
月
29
日（
金
）

■
申
込
用
紙

教
育
委
員
会
に
用
意
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
係

☎（
４
２
）０
０
４
７

鶏
、
山
羊
、
馬
な
ど
を
１
羽

（
頭
）以
上
飼
養
す
る
方
へ

～
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
基
づ

く
定
期
報
告
が
必
要
で
す
～

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
規
定

に
よ
り
、
牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、

め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
（
ミ
ニ

ブ
タ
を
含
む
）、
い
の
し
し
、
鶏

（
烏
骨
鶏
、
ち
ゃ
ぼ
な
ど
を
含

む
）、
う
ず
ら
、
き
じ
、
ダ
チ
ョ

ウ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
お
よ
び
七
面

鳥
を
１
頭（
羽
）以
上
飼
養
す
る

方
は
、
飼
養
動
物
の
頭
羽
数
を
、

毎
年
、
県
知
事
に
報
告
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
右
記
の
動
物
を

飼
養
し
て
い
る
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
農
林
課
ま
で
頭
羽
数
を

ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。
農
林
課
窓
口

に
報
告
用
紙
を
備
え
付
け
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
昨
年
以
前
に
ご
報
告

を
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
は
報

告
用
紙
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。

※
犬
、
猫
、
ウ
サ
ギ
、
ハ
ム
ス

タ
ー
、
モ
ル
モ
ッ
ト
、
イ
ン
コ
な

ど
は
定
期
報
告
の
対
象
外
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
課　

農
政
課

☎（
４
２
）１
１
１
４

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合「
嘱

託
職
員
」
採
用
試
験
案
内

■
職
種

阿
蘇
北
部
斎
場
嘱
託
職
員

■
業
務
内
容

①
火
葬
業
務
な
ど

②
火
葬
受
付
案
内
お
よ
び
施
設

清
掃
業
務
な
ど

■
採
用
予
定
人
数

そ
れ
ぞ
れ
１
人

■
受
験
資
格

昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
自
動
車
普
通
運
転

免
許
を
所
持
し
て
い
る
方

■
受
付
期
間

２
月
14
日（
木
）～

２
月
26
日（
火
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
た
だ
し
土
曜
、
日
曜
を
除
く
）

■
試
験
日
時
・
場
所

２
月
28
日（
木
）午
前
10
時
集
合

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合　

大

阿
蘇
環
境
セ
ン
タ
ー「
未
来
館
」

■
試
験
内
容

面
接
試
験

■
勤
務
条
件

・
勤
務
場
所

阿
蘇
北
部
斎
場

・
任
用
期
間

４
月
１
日
～
２
０
２
０
年
３
月

31
日

・
勤
務
時
間

週
29
時
間
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
の
勤
務
あ
り
）

・
報
酬

①
火
葬
業
務
な
ど

２
１
４
，６
０
０
円

②
火
葬
受
付
案
内
お
よ
び
施
設

清
掃
業
務
な
ど

１
０
０
，０
０
０
円

・
社
会
保
険
な
ど

健
康
保
険
法
、
厚
生
年
金
保
険

法
、
雇
用
保
険
法
お
よ
び
介
護

保
険
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
ま
す
。
労
災
保
険
制
度
、
有

給
休
暇
制
度
あ
り

■
合
否
の
通
知

試
験
結
果
に
つ
い
て
は
本
人
に

通
知
し
ま
す
。
電
話
で
の
問
い

合
わ
せ
に
は
一
切
応
じ
ま
せ
ん

■
申
込
書
設
置
場
所

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務

課
お
よ
び
滝
美
園

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務

課☎
０
９
６
７（
２
４
）５
１
１
１

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集

　

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

は
、
２
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ

て
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

ポ
ー
ル
の
効
果
に
よ
り
姿
勢
が

改
善
し
、歩
行
が
安
定
し
ま
す
。

ま
た
、
上
半
身
も
積
極
的
に
動

か
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
全
身

の
筋
肉
ア
ッ
プ
・
引
き
締
め
効

果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
２
月
22
日

（
金
）ま
で
に
町
民
課
へ
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

保
健
衛
生
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

■
対
象
者

特
定
健
診（
後
期
高
齢
者
健
診
）

を
受
診
さ
れ
た
方　

25
名

■
日
程

第
１
回　

３
月
５
日（
火
）

第
２
回　

３
月
12
日（
火
）

第
３
回　

３
月
19
日（
火
）

■
時
間

昼
の
部　

午
後
３
時
30
分
～

夜
の
部　

午
後
７
時
～

※
人
数
に
よ
っ
て
は
変
更
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
下
さ
い
。
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お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

県
立
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
経
済
協
力
」

　

県
立
大
学
で
は
、
熊
本
に
い

な
が
ら
日
本
を
取
り
巻
く
国
際

情
勢
に
つ
い
て
最
先
端
の
情
報

が
得
ら
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

２
月
15
日（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

■
場
所

ホ
テ
ル
日
航
熊
本

■
費
用

無
料

■
申
し
込
み

県
立
大
学
窓
口
な
ど
（
県
立
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込

み
用
紙
を
掲
載
）

詳
し
く
は
、
県
立
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
立
大
学
企
画
調
整
室

☎
０
９
６（
３
８
３
）２
９
２
９

音
声
、
点
字
・
大
活
字
で
読

め
る
政
府
広
報
が
あ
り
ま
す

　

内
閣
府
で
は
視
覚
障
が
い
者

な
ど
に
向
け
て
、
国
の
施
策
や

生
活
に
役
立
つ
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
た
、
音
声
広
報

Ｃ
Ｄ
「
明
日
へ
の
声
」、
点
字
・

大
活
字
広
報
誌
「
ふ
れ
あ
い
ら

し
ん
ば
ん
」
を
制
作
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、
熊

本
県
点
字
図
書
館
で
利
用
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
、

政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン

検
索

■
問
い
合
わ
せ

内
閣
府
大
臣
官
房
政
策
広
報
室

☎
０
３（
５
２
５
３
）２
１
１
１

FAX
０
３（
３
５
８
１
）５
１
９
６

チ
ケ
ッ
ト
先
行
販
売
中
！

　

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
世
界
選
手
権
大
会
の
チ
ケ
ッ

ト
を
先
行
販
売
中
で
す
。

　

世
界
注
目
の
決
勝
、準
決
勝
、

日
本
戦
の
チ
ケ
ッ
ト
を
特
典
付

き
で
購
入
で
き
る
大
チ
ャ
ン
ス

で
す
！

■
先
行
先
着
販
売
日
時

２
月
３
日（
日
）か
ら

６
月
20
日（
木
）

■
券
種

一
日
券
（
準
決
勝
・
決
勝
・
日

本
戦
）

各
会
場
パ
ッ
ケ
ー
ジ
券
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
チ
ケ
ッ
ト

■
先
行
先
着
申
込
特
典

大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

詳
し
く
は

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド

検
索

■
問
い
合
わ
せ

チ
ケ
ッ
ト
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
０（
５
４
３
３
）１
０
８

「
み
な
ま
た
あ
し
き
た
海
老

い
ろ
色
フ
ェ
ア
」
開
催
中
！

　

水
俣
・
芦
北
地
域
の
飲
食
店

13
店
舗
で
、
足
赤
海
老
や
石
海

老
な
ど
を
使
用
し
た
海
老
料
理

を
提
供
す
る
フ
ェ
ア
を
３
月
３

日（
日
）ま
で
開
催
し
て
い
ま

す
。多
彩
な
料
理
が
堪
能
で
き
、

特
産
品
な
ど
が
抽
選
で
当
た
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
実
施
中
で

す
。
各
店
自
慢
の
一
品
を
食
べ

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は

み
な
ま
た
あ
し
き
た
海
老
い
ろ
色
フ
ェア

検
索

■
問
い
合
わ
せ

芦
北
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課

☎
０
９
６
７（
８
２
）４
４
４
５

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
！

　

小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
保
障

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
！
」

　

平
成
31
年
度
の
加
入
受
付

が
３
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備

え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活

動
を
行
う
４
名
以
上
の
団
体
で

ご
加
入
に
な
れ
ま
す
。

　

加
入
団
体
で
の
活
動
中
お
よ

び
団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事

故
を
補
償
し
ま
す
。傷
害
保
険
・

賠
償
責
任
保
険
・
突
然
死
葬
祭

費
用
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

保
険
で
す
。

　

掛
け
金
は
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
が
年
額
８
０
０
円
～
、
高

校
生
以
上
の
大
人
に
つ
い
て
は

活
動
内
容
に
よ
っ
て
金
額
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支

部☎
０
９
６（
２
１
３
）９
０
１
５

消
費
生
活
相
談
を
行
っ
て
お

り
ま
す

　

南
小
国
町
と
小
国
町
で
は
、

小
国
郷
内
に
お
い
て
の
消
費
生

活
相
談
員
の
配
置
を
し
て
お
り

ま
す
。
両
町
の
役
場
で
相
談
が

出
来
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

○
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
苦
情

○
契
約
・
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル

○
振
り
込
め
詐
欺

○
多
重
債
務
（
借
金
問
題
）

■
相
談
窓
口

①
南
小
国
町
役
場
総
務
課

　
　

毎
週
木
曜
日

②
小
国
町
役
場
住
民
課

　
　

毎
週
火
曜
日

※
祝
祭
日
を
除
く

■
相
談
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
役
場
総
務
課

☎（
４
２
）１
１
１
２

小
国
町
役
場
住
民
課

☎（
４
６
）２
１
１
５

©2010 熊本県 くまモン
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放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お

知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
平
成
31
年
度
第

１
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、
約
９
万
人
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽

し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の

授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
好
き

な
と
き
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
卒
業
す
れ
ば

学
士（
教
養
）の
学
位
を
取
得
で

き
ま
す
。

　

放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料

は
１
万
１
千
円
（
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
科
目
分
だ
け
の
授

業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

半
年
だ
け
在
学
す
る
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
全
国
に
ミ
ニ

キ
ャ
ン
パ
ス
と
呼
べ
る
学
習
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。

■
出
願
期
間

３
月
17
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

「
日
本
マ
ラ
ソ
ン
の
父 

金
栗
四
三

の
ふ
る
さ
と
」か
ら
の
お
知
ら
せ

　

注
目
の
「
金
栗
四
三
の
ふ
る

さ
と
」
に
、新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
が
期
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
熊
本
県
全
体
で
の
盛

り
上
が
り
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
誘
客
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、

金
栗
四
三
の
生
涯
や
そ
の
魅
力

に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

■
い
だ
て
ん　

大
河
ド
ラ
マ
館

（
玉
名
市
）

　

出
展
者
の
パ
ネ
ル
展
示
や
ロ

ケ
の
メ
イ
キ
ン
グ
映
像
の
上
映
、

ド
ラ
マ
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た

小
道
具
や
衣
装
の
展
示
な
ど
、

大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
の

世
界
観
を
体
験
で
き
ま
す
。

■
金
栗
四
三
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
和
水
町
）

　

金
栗
四
三
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や

マ
ラ
ソ
ン
足
袋
な
ど
ゆ
か
り
の

品
々
や
写
真
の
展
示
を
は
じ
め
、

こ
こ
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
映
像
や
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ

な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
魅
力
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

玉
名
市
・
和
水
町
・
南
関
町　

大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
地

域
振
興
協
議
会
（
事
務
局
：
玉

名
市
金
栗
四
三
Ｐ
Ｒ
推
進
室
）

☎
０
９
６
８（
５
７
）７
５
４
８

広
報
１
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

　

20
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
訂
正
と

お
詫
び
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）套
路
の
部（
型
）最
優
秀
賞（
金
）

（
正
）散
打
の
部（
組
手
）優
秀
賞（
銀
）

関
係
者
お
よ
び
読
者
の
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、
多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

鞭
馬　

憲
明　
様　

湯
田
上

（
故
）ス
ミ
子　

様　
　
　
　

麻
生　

公
明　
様　

和
田
下

（
故
）成
明　

様　
　
　
　
　

藤
堂　

政
己　
様　

平
瀬

（
故
）末
男　

様　
　
　
　
　

遠
藤
満
千
代　
様　

白
川

（
故
）九
州
男　

様　
　
　
　

橋
本　
　

勇　
様　

志
童
子

（
故
）長
男　

様　
　
　
　
　

波
多
野
雄
二　
様　

新
町
１

（
故
）ミ
チ　

様　
　
　
　
　

北
里　

陽
子　
様　

黒
川

（
故
）俊
治　

様　
　
　
　
　

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
よ
り
多
額
の
ご
寄
附
を

賜
り
ま
し
た
。

平
成
最
後
の
還
暦
会　
様

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

家
が

　
小
さ
く
て
…

家
が

　
小
さ
く
て
…

間
取
り
と

日
当
た
り
も

　
悪
い
し
…

間
取
り
と

日
当
た
り
も

　
悪
い
し
…

鬼
は
～

　
　
　
外
!!

鬼
は
～

　
　
　
外
!!

で
も
、
外
の
鬼
は

ど
こ
に
行
く
ん

ラ
ヨ

？

で
も
、
外
の
鬼
は

ど
こ
に
行
く
ん

ラ
ヨ

？

福
は
～

　
内
ラ
ヨ

！

福
は
～

　
内
ラ
ヨ

！

よ
そ
で

悪
さ
を
さ
れ
て
も

ダ
メ
な
ん
ラ
ヨ
…

よ
そ
で

悪
さ
を
さ
れ
て
も

ダ
メ
な
ん
ラ
ヨ
…

鬼
さ
ん
の
家
を

 

作
っ
た
ん
ラ
ヨ

鬼
さ
ん
の
家
を

 

作
っ
た
ん
ラ
ヨ

で
き
れ
ば
違
う
家
が

い
い
ん
で
す
け
ど
…

で
き
れ
ば
違
う
家
が

い
い
ん
で
す
け
ど
…

こ
れ
で

　
大
丈
夫

　
　
な
ん
ラ
ヨ

こ
れ
で

　
大
丈
夫

　
　
な
ん
ラ
ヨ

お
に
お
に

そ
と
そ
と

う
ち
う
ち

ふ
く
ふ
く

お
に
お
につ

く
つ
く

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

だ
い
じ
ょ
う
ぶ い

え
い
え

ち
が
ち
が

い
え
い
え

わ
る
わ
る

そ
と
そ
と

お
に
お
に

いい

お
知
ら
せ

募
　
集

相
　
談

講
演
・
講
習

寄
　
附

金栗四三ミュージアム（和水町）

広報きよら 2019.2
16



★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

2/
13水

14 木
子育てボランティア養成講座　13：30～15：30

地域福祉センターりんどう荘
南小国町地域スポーツ指導者等研修会　

18：30～20：30　きよらホール

15 金 さくら荘カフェ　13：30～15：30　さくら荘

16 土

17 日

18 月
所得税・住民税・国民健康保険税申告・相談

9：00～11：30　13：00～16：00
（～3/15）　役場中会議室

19 火

20 水

21 木 ３歳児健診　13：15～受付（13時～入場可能）
おぐに老人保健施設

22 金 無料法律相談（予約制）　10：00～　
地域福祉センターりんどう荘

23 土

24 日 第44回南小国町駅伝大会　開会式  9：00　
　　　　　　　　　　　スタート10：00

25 月

26 火

27 水

28 木 国民健康保険税　第９期　納期限

3/
1金

出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　小国町福祉センター   悠ゆう館
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水 乳児健診　13：15～受付（13時～入場可能）
おぐに老人保健施設

7 木

8 金

9 土 南小国中学校卒業式　10：00

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木 1歳6ヶ月児健診　13：15～受付（13時～入場可能）
おぐに老人保健施設

15 金

16 土 小国郷福祉講演会　13：30～　
南小国町自然休養村管理センター２階大会議室

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

12
／
26
生　

原は
ら
に
し西　

里り

お桜
く
ん

　
（
父
）頂･

（
母
）真
里
奈　
　

竹
の
熊

1
／
10
生　

北き
た
ざ
と里

威い

お

り
央
理
く
ん

　
（
父
）健
二･

（
母
）晶
美　
　

矢
津
田
上

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に
　

黒
川
達
哉
♡
矢
津
田
貴
子　
瓜
上
上

室
原
慎
平
♡
田
中
真
紀
子　
矢
津
田
下

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

12
／
23　

麻
生　
成
明（
58
）和
田
下

12
／
25　

遠
藤
九
州
男（
71
）白　

川

1
／
5　

穴
井
か
す
み（
64
）脇　

戸

1
／
6　

杉
安
那
智
子（
79
）中
杉
田

1
／
8　

北
里　
俊
治（
60
）黒　

川

1
／
10　

橋
本　
長
男（
95
）志
童
子

1
／
13　

下
城　
康
寛（
62
）落　

見

1
／
14　

波
多
野
ミ
チ（
87
）新　

町

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（12月31日現在）

世帯数　1,793世
帯

（＋２）
　男　　1,909人

（－３）
　女　　2,169人

（＋２）
　計　　4,078人

（－１）
※（ ）は前月比

２月・３月
平成 31 年
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1月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　（父）哲典さん

　（母）苑子さん

生まれてきてくれて、本当
にありがとう。たくさん食べ
て、笑って、元気いっぱい
大きくなってね。

橋本　薫 くん

　（父）大輔さん

　（母）結さん

いっぱい食べて元気に育っ
てね。

吉田　亜美 ちゃん
かおるかおる とと いろいろ ああ みみ

30.1.22生 30.1.24生

千光寺 竹の熊
　（父）秀治さん

　（母）智子さん

祝☆お誕生日おめでと。歩
くのも上手になってきたね。
みんなと仲良くして、笑顔
を沢山見せてね♡

日野　冬彩 ちゃん
30.1.22生

波居原

BIRTHDAY
   H

A
PPY

ＳＭＯ南小国ってなぁに？
　（株）ＳＭＯ南小国は平成３０年７月１日に設立された南小国町版ＤＭＯ（まちづくり公社）の名前です。

「ＳＭＯ」とは、satoyama（里山）Management ／ Marketing Organization の頭文字を取ったもの。
南小国町が誇る「美しい里山」を活かしながら、観光物産両面で地域を盛り上げていくという決意を
表しているものです。特産品や着地型旅行商品の開発・販売に力を入れ、経済の底上げに取り組んで
いきます。

　南小国町ならではの自然、風景、文化、歴史、そして人々の暮らしを伝えたいという思いから、「Ｓ
ＭＯ南小国」のホームページを立ち上げ、町外へむけた情報発信にも力を入れています。
南小国町が誇る「上質な里山」をキーコンセプトに、物産と観光を融合させ、よりよいまちづくりに貢
献していきます。

　また、ＳＭＯ南小国では一緒に働いてくれるスタッフを募集しております。詳しくは下記連絡先にお気
軽にお問い合わせ下さい。

■問い合わせ
（株）ＳＭＯ南小国（総合物産館きよらカァサ内）
　☎（４２）１２１３

南小国町　まちづくり課　企画商工観光係
　☎（４２）１１１２

ＳＭＯ南小国 検索
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